
  

 

 

 

 

 

 

 

 

決 算 報 告 書 



(様式２－１）

令和３年度　決算報告書

国立大学法人広島大学

差　　　額

（決算－予算）

 収入 　 　 　

運営費交付金 25,145 25,367 222 （注 1）

うち補正予算による追加 - 4 4

施設整備費補助金 1,100 1,102 2 （注 2）

うち補正予算による追加 - 3 3

船舶建造費補助金 - - -

補助金等収入 2,866 5,444 2,578 （注 3）

大学改革支援・学位授与機構施設費交付金 72 72 -

自己収入 40,430 43,581 3,151

授業料，入学料及び検定料収入 8,075 8,342 267 （注 4）

附属病院収入 31,817 34,273 2,456 （注 5）

財産処分収入 - - -

雑収入 538 966 428 （注 6）

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 7,960 9,746 1,786 （注 7）

引当金取崩 483 467 △ 16 （注 8）

長期借入金収入 - - -

貸付回収金 - - -

目的積立金取崩 5,094 4,857 △ 237 （注 9）

計 83,150 90,636 7,486

 支出

業務費 70,331 68,694 △ 1,637 （注10）

教育研究経費 37,960 37,536 △ 424

うち設備災害復旧事業 - 3 3

診療経費 32,371 31,158 △ 1,213

施設整備費 1,172 1,174 2 （注11）

うち災害復旧事業 - 3 3

船舶建造費 - - -

補助金等 2,151 5,011 2,860 （注12）

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 7,960 9,246 1,286 （注13）

貸付金 - - -

長期借入金償還金 1,536 1,516 △ 20 （注14）

大学改革支援・学位授与機構施設費納付金 - - -

計 83,150 85,641 2,491

収入　－　支出 - 4,995 4,995

　　　　　　　 （単位：百万円）

区　　分 予　算　額 決　算　額 備　　　考



○ 予算と決算の差異について

（注11）

（注12）

（注14）

（注 1） 運営費交付金については，退職手当及び授業料等免除などが追加交付されたことにより，予算額に比して決算
額が222百万円多額となっています。

（注 2） 施設整備費補助金については，予算段階で予定していた計画の変更及び補正予算（災害復旧事業）の交付に
より，予算額に比して決算額が2百万円多額となっています。

（注 3） 補助金等収入については，新型コロナウイルス感染症緊急包括支援事業補助金の交付などにより新規採択等
が予算段階の見込額を上回ったこと等により，予算額に比して決算額が2,578百万円多額となっています。な
お，補助金等収入には，授業料等減免費交付金が404百万円含まれており，本補助金は授業料等免除に使用
しております。

（注 4） 授業料，入学料及び検定料収入については，授業料等減免費交付金が予算段階の見込額を下回ったこと等に
より，予算額に比して決算額が267百万円多額となっています。

（注 5） 附属病院収入については，新型コロナウイルス感染症に係る診療報酬上の臨時的な取扱い，手術件数・手術
単価の増及び高額注射薬等の増に伴う費用請求額の増により，予算額に比して決算額が2,456百万円多額と
なっています。

（注 6） 雑収入については，予算段階では予定していなかった新型コロナウイルスワクチンの職域接種に係る収入が発
生したこと等により，予算額に比して決算額が428百万円多額となっています。

（注 7） 産学連携等研究収入及び寄附金収入等については，積極的な獲得に努めたことにより，予算額に比して決算
額が1,786百万円多額となっています。

（注13） 産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については，（注 7）に示した理由により，予算額に比して決算額が
1,286百万円多額となっています。

長期借入金償還金については，借入利率の確定により，予算額に比して決算額が20百万円少額となっていま
す。

（注 8） 引当金取崩については，予算段階の見込額より取り崩しが少なかったため，予算額に比して決算額が16百万円
少額となっています。

（注 9） 目的積立金取崩については，予算段階で予定していた計画の変更により，予算額に比して決算額が237百万円
少額となっています。

（注10） 業務費については，計画的な執行に伴う教育研究経費の減少，新型コロナウイルス感染症緊急包括支援事業
補助金による診療経費の補填に伴う減少などにより，予算額に比して決算額が1,637百万円少額となっていま
す。

施設整備費については，（注 2）に示した理由により，予算額に比して決算額が2百万円多額となっています。

補助金等については，（注 3）に示した理由により，予算額に比して決算額が2,860百万円多額となっています。


